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はじめに
小学校 庭科の教科の目標は 衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して， 庭生活への関心を高めると

ともに日常生活に必要な基礎的な知識と技能を身につけ， 族の一員として生活を工夫しようとする実践的な態度を

育てる ） であり， 個人として生活的自立の基礎を培うこと を目的としている。そして， 庭科で得た知識や体

験した技能を，子どもが実際の生活場面で繰り返し実践することによって，子どもの生活技能として習得され，主体

的・自立的に 庭生活に関われる人間に成長していくと考えられる。つまり， 庭科の学習は， 庭実践に結びつく

ことが大切なのである。

子どもたちは， 庭科学習に対して 楽しい 好き と肯定的評価をすることが多い。特に調理実習には意欲的

である。けれども， 分かった おいしかった 楽しかった のレベルで終わってしまい， 庭科で学習した知識

や技能が， 庭での実践に結びつかないことが多いのも事実である。

小学校 庭科で育成を目指す能力が，生活の中でさらに定着するためには， 庭教育との協力・連携が不可欠であ

る。そのため，子どもに でもやってみましょう と 庭実践を課題としたり，保護者に対して やらせてくださ

い と促したりすることも大切な要素である。しかし，何より大事なことは，子ども自身が， 庭科学習の中で

でも実践しよう という気持ちを強くもつことである。ここでは， でも実践しようという強い気持ち を 庭

実践へ向かう行動エネルギー と定義する。 庭実践へ向かう行動エネルギー を育むためには， 庭科学習の中

で， 自分の生活を見直さなければ とか ができた もっと上手くなりたい 族にも喜んでもらいたい と

いうような思いや願いを強く抱くような学習過程を工夫することが大切である。そこで，本主題を設定し， 庭実践

へ向かう行動エネルギーを育む学習課程と教師の支援の在り方を明らかにしたいと考えた。

児童の実態と主題への迫り方
年生の 庭科学習に対しての期待度は， 調理実習が楽しみ 調理実習がしたい がほとんどであった。そこで，

今回は 族が喜ぶおかず の単元における ジャガイモを使った調理実習 を通して，日常生活に必要な基礎的な

知識と技能の習得を図ることにした。

当校 年生 名（男子 名，女子 名）に，食事作りに関する 庭での仕事について，アンケート調査を行った。

全体的な傾向として，献立を立てたり，そのための買い物をしたりする経験はほとんどなく，食事作りに関しては，

たまに手伝う 程度であった。テーブルを拭く，食器やできたおかずを並べる，ごはんやみそ汁を盛りつける等は

日々の生活の中でも実践している子どもが多い。これは，給食の配膳でも慣れており，習得されている技能と言える。

また，後かたづけでは，食器を流しに運ぶが多く，食器洗いや食器を戸棚にしまうなどの仕事をしている子どもは少

なかった。

で包丁をよく使う は， 人中 名で，全体の ％。 たまに使う が 名で ％， ほとんど使うことは

ない が 名で ％であった。 ジャガイモの皮むき に限定した場合， 包丁を使って何回も皮むきをしている

は 人で全体の ％， 包丁を使って 回くらい皮むきをしたことがある は， 名で ％， 包丁で皮むきをし

たことはない は， 名で ％であった。低学年の生活科の学習で，カレーを作った時は，ピーラーを使ってジャ

ガイモや人参の皮をむいたそうである。つまり，子どもたちは，包丁を使って料理をした経験が非常に少ないことが

分かった。そこで，この単元での基礎的な技能として 包丁を使う 技能の向上を目指すこととした。この技能習得
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のために，動機付けのプロセスに沿った学習過程を組み，教師が適切な支援を行うことにより，子どもたちは，

ができた もっと上手くなりたい という思いに加えて 族にもほめてもらいたい 族にも喜んでもらいた

い という 庭実践へ向かう行動エネルギーを育むことができるのではないかと考えた。

また，最近，コンビニエンスストアーやスーパーマーケット，自動販売機，ファーストフード店等に自由に出入り

し，子ども自身で手軽に食品を購入する機会が増加してきている。しかし，どの食品を選ぶかという意志決定の際，

見かけや価格のみに左右され，環境や健康によいかなどの適正な意志決定のプロセスが行われず，衝動的，無批判

的に購入されることが多い と高増等は報告している ）。食品選択力とは， 子どもが主体的に，食品の栄養価や安

全性，価格を考慮しながら食品を選択し，購入する力 であり，子ども自身が，食品購買時における望ましい食品選

択力を身に付けることは，生活的自立にとって欠かせない要素の一つである。当校 年生の子どもたちのアンケート

結果からも，食品を買うときの選択基準は，価格，賞味期限，見かけの順であった。コマーシャルで見たから，新商

品だから，パッケージの絵がおいしそうだからという安易な基準で，衝動的に買う傾向が見られた。加工食品の品質

表示に関して， 意識して見たことはない と回答した子どもが半数以上であり，原材料の表示内容について知って

いる子どもは皆無であった。

そこで，基礎的知識の習得では，購買時における 食品選択力の向上 を目指し，特に 加工食品の選び方 につ

いて，クイズや意志決定プロセスを応用した学習を取り入れるなどの学習過程を工夫し， 庭実践へ向かう行動エネ

ルギーに繋げたいと考えた。

研究内容（構想）
動機付けのプロセスに沿った学習過程の工夫

庭実践へ繋げるための学習課程とそれに即した教師の支援の流れとして， 或いは繰り返し学

習する機会を意図的に作ることによって 等が考えられる。今回は，技能の習得を目

指し， とし， 包丁を使う 実習を 回行う。
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食品選択力の向上をめざした指導の工夫

・クイズや意志決定プロセスを取り入れた学習過程を組み，試行錯誤しながら食品選択をする擬似体験を通して，

庭実践に結びつけたいと考えた。

実 践（平成 年 月実践）
単元名 族が喜ぶおかず

本題材のねらい

自分の食生活をふりかえり， 族に喜ばれるおかずを作ろうとする。

身近な食材（ジャガイモ）を使って， 族が喜ぶおかずを工夫して作る。

包丁の使い方に慣れ，安全に気をつけて調理することができる。

食品の選び方やいろいろな調理のしかたを知る。

授業の実際

動機付けのプロセスに沿ったジャガイモを使った調理実習の学習過程

まず， 興味・関心引き出す ために，素材であるジャガイモの実物を提示したり，給食の献立表からジャガイモを

使った料理を見つけさせたりした。次に栄養士との 授業を行うことにより， 庭料理や給食にジャガイモ料理が

多く登場するわけを，栄養価，保存性，収穫量等の面から考えさせた。さらに，ジャガイモを使った料理をたくさん

学 習 内 容 内 的 心 情 教師の支援

先行
刺激

ポテトマン参上！（ 時間）
・給食の献立をみながら，ジャガイモの登場回数がと
ても多いことに気づく。（栄養価，保存性，収穫量等）
・ジャガイモの栄養について知る。

ジャガイモってすごい！
ジャガイモ料理が好き

実物提示
給食の献立表提示
栄養士との 授業
（栄養の話）

欲求

・ジャガイモ料理には，どんな料理があるか考える。
・そのジャガイモ料理は，どんな調理法か考える。
（ゆでる，にる，いためる，揚げる，焼くの調理法）
・基本の ゆでる 方法を知る。
（葉物はお湯から，根菜は水から）…粉ふき芋作り
・他に作ってみたいジャガイモ料理について考える。
（切り方，調理法，手順，他の材料等 実習計画）

早くジャガイモ料理を作り
たい！

皮がむけるかな？
やれそうな気がする
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全員分の材料（じゃがいも）
と道具（包丁）を用意
ジャガイモの皮むきのビデ
オ視聴

動機
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ポテト料理に挑戦！（ 時間 調理実習）
・粉ふき芋作り（皮むき 回目全員）

一人一人が，包丁でジャガイモの皮を き，芽を
取り，適当な大きさに切る。（水にさらしておく）

ゆでる時からグループでの活動となる。
ジャガイモをゆで，お湯をきり，粉をふかせ，味
付けをして，粉ふき芋を作る。

試食をする。

なかなかいい感じ
できないよ ！

（机間巡視）
称賛の声かけ
そっと手をかす
そばでやってみせる
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ポテト料理に挑戦！（ 時間 調理実習）
・いろいろなジャガイモ料理作り（皮むき 回目全員）
一人一人がじゃがいもの皮を き，適当な大きさ
に切る。（水にさらしておく）

グループ毎にいろいろな調理法でジャガイモ料理
を作る。切り方，味付け，もりつけを工夫する。

料理を作りたい
今度はもっとスムーズに包
丁が使えるといいな

作業の確認
材料道具の用意

行動
いい感じ！
けっこうスムーズだ

（机間巡視）
称賛・アドバイス・指示
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おいしい

最後まで見守る
全員に成就感を味わわせる

満足
報酬

・調理実習の感想をカードに書く。 でもやってみたい
族にも食べさせたい

カードにコメントを書く
庭へ 庭科便りの発行



見つける活動を行い，生のジャガイモがどのような調理法でそれぞれの料理に変身するのかを考えさせた。この学習

を通して子どもたちは， ゆでる 煮る いためる 揚げる むす などの調理法があることを理解することが

できた。この段階で，子どもたちは， 早く調理実習がしたい 何を作ろうかな というジャガイモを使ったの調理

実習への意欲や関心が高まってきた。今回の実習では， 全員が，包丁を使ってジャガイモの皮むきができるように

なる ことを目指し， 回目は， ゆでる料理 として， 粉ふき芋 を作ることとした。 取りかかりやすくする

ために，事前にジャガイモの皮のむき方や芽のとりかたのビデオを見せた。また，全員分の包丁とジャガイモを用意

しておいた。 挑戦意欲を持続させる ために，困っている子どもには，そばでやって見せたり，手を添えて一緒に

やったりした。 成就感を味わわせる ための支援として，時間がかかっても最後まで自分の力でやらせ，必ず賞賛

するようにした。 回目は， ゆでる いためる ， 煮る ， ゆでる 焼く 等の調理実習とし，調理法や

味付けに変化をもたせて意欲の継続を図った。このように，動機付けのプロセスに沿った学習過程を組み，教師が子

どもの内的状態に合わせた適切な支援を行った。

回目 粉ふき芋の調理実習を終えた時の感想

できるようになった まあまあできた と肯定的な評価をしている子どもが 名で全体の 割である。 上手くで

きなかったから で練習したい 次の実習では 張りたい との前向きな意欲をもった子どもが 名いた。

回目 いろいろなジャガイモを使った調理の実習を終えた時の感想

ジャガイモの皮むきが， 回目より 回目は上手になったと思う 子どもが， 名で全体の 割であった。実習

の前に， 庭ですでに，常時包丁を使っている子どもが 名いたので，その子どもを除くと全員がこの 回の実習を

通して， ジャガイモの皮むきができるようになった 上手くなった と自覚したことになる。 でも作りたい

と意欲を見せた子どもが 名であった。

学期の学習終了時点（ 月中旬）の振り返りカード

実習終了後， でジャガイモの皮むきをやった ジャガイモ料理を作った 子どもは， 名で全体の ％である。

この間，教師からは， でやりなさい との課題は一切与えていない。子どもの自主的，自発的行動である。さら

に， 夏休み中に作りたい という意欲を見せた子どもが全体の 割であった。

購買時の食品を選択する力の向上をめざした指導の工夫（加工食品選択の視点）

子どもたちは，食品の選び方について学習するのは初めてである。そこで，子どもの食品に対する興味・関心を高

めるために，ジャガイモを使った調理実習で使用した食材（食品）を取り上げた。実習で実際に目にした食品を，ま

ず生鮮食品と加工食品の視点で分類した。それから，生鮮食品を選ぶポイントを経験や の人からのインタビューを

もとに発表しあい，学習を深めた。続いて，加工食品の選び方について考えた。子どもたちが加工食品選ぶ基準とし

て挙げたのは， 値段が安い と 賞味期限が遅い だけであった。また 安ければよいのか 賞味期限が長ければ，

・皮むきがはじめはよくできなかったけど，途中からコツが分かり，よくむけるようになってきた。

・皮むきは，自分的には，結構スムーズにできたと思う。でも，もう少し薄く皮をむけたらいいなあと思う。

・ジャガイモの皮むきは，最初はこわかったけど，だんだん慣れてきた。また，やりたいなあと思った。

・ジャガイモの切り方は，微妙だったけど，ジャガイモの皮むきは上手にできた。 チーズ味のベーコンポテ

トは，おいしくて でも絶対に作りたいと思う。

・前よりもジャガイモの皮むきが早く けるようになったし，シチューは超おいしかった。

・スムーズにむけるようになって自分でもびっくり。芽もうまくとれました。

写真 一人一人が最後まで行う 写真 全員が満足感を味わう



本当にいいのだろうか ということにまで考えが及んでは

いなかった。そこで教科書を読み， 品質表示やマークを

よく見て買う という知識を得ることはできた。が，実際

に品質表示をよく見たことがある子どもは全くいなかった。

そこで，品質表示に興味をもたせるために，原材料クイ

ズ 私は何でしょう？ （資料 ）を行った。

原材料のみが提示されたカードから 食品名 を当てる

クイズである。原材料 大豆，にがり と書かれたカード

を見て，解答用紙に食品名の 豆腐 と書く。レベル か

らレベル まで，だんだん原材料の数が増えていくので，

子どもたちは，興味をもって何だろうと真剣に考えていた。

レベル では，原材料が ゼラチン，砂糖，クエン酸ナト

リウム，アマル酸，合成香料，合成着色料 である。ゼラ

チンから ゼリー ではないかと気づいた子どもも，何ゼ

リーなのかが分からない。答えは イチゴゼリー である。

原材料に イチゴ を全く使っていないのに， イチゴゼ

リー になるのはなぜだろうという疑問をなげかけ，添加

物の存在が大きいことに気づかせた。ここでは，子どもた

ちに，食品添加物の利点と問題点について考えさせること

が目的である。ここまでの学習で，子どもたちは，食品を

選ぶ時の判断基準として，値段，賞味期限の他に，品質表

示（マーク）等があることが分かった。ここまでの学習で

は， 分かった の段階である。

次に，実際にジュースを買う場合を想定し，意志決定プ

ロセスをアレンジした 買うのは どっち？ （資料 ）

を行った。

種類のオレンジジュース（ と ）について，まず

値段 だけを提示し，どちらを買うかを判断させる。次

に賞味期限を提示しどちらを選ぶか判断する。この二つの

判断基準では， のジュースを選んでいる子どもが圧倒的

に多かった。次に 果汁の割合 を提示する。すると と

が半数くらいずつに分かれた。今までの経験で ％の

方が酸っぱいから の方がいいという子どももいた。最後

に 原材料 を提示すると， のジュースを選ぶ子どもが

増えた。最後に全ての要素からどちらのジュースを買うか

を判断させた。真剣に考えて，悩みながら，どちらかの

ジュースを選ぶ姿が見られた。

・ぼくは，今まで食品を選ぶとき，値段だけ見て選んでいた。でも，賞味期限とか果汁の割合とか原材料とかが

あることが分かった。ぼくは，値段に弱いので，今度からは，品質表示とかもよく見て買いたいです。

・最初は，値段の安い の方にしようと思ったけど，健康のこととか考えたら， の方がいいと思った。

・値段が少し高くても，体にいい方がいい。今度からはよく見て買おうと思った。

・加工食品を選ぶのは，簡単なことだと思っていたけど，以外と難しいことだと分かった。

・賞味期限や値段をみれば， を選ぶけれど， の方が健康には良さそうだと思う。

・食品を選ぶのは，すっごく難しいことなんだなあと思いました。値段が安いとか長持ちするとか，そういうと

こしか見てなかったけど，今度は品質表示も見て買おうと思います。

資料 ワークシート
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成果と今後の課題
包丁を使ってジャガイモの皮むきをする 技能の習得においては，全員が，自分の技能の向上を自覚することが

できた。その結果 割近くの子どもが，自発的に 庭でも実践したのである。授業の中で生まれた満足感や 族にも

喜んでもらいたいという強い思いや願いが， 庭実践へ繋がったといえる。このように，動機付けのプロセスに沿っ

た学習過程を組み，教師が子どもの心的状態に合わせて意図的，具体的な支援を行うことによって，子どもの で

もやってみたい 族にも喜んでもらいたい という 庭実践への行動エネルギーを育むことができたと考える。

今後は， 庭科学習の中で育まれた 庭実践へ向かう行動エネルギーを確実に実践化するために，さら 庭への働き

かけを大切にしていきたい。

また，調理実習以外の学習場面でも，動機付けのプロセスに沿った学習過程を工夫して， 庭実践へ向かう行動エ

ネルギーに結びつけていきたいと考えている。

加工食品の選び方 では，値段以外もいくつかの選択基準があることを理解することができた。さらに意志決定

プロセスを応用した食品選びの場面設定により，いくつかの選択基準に照らし合わせ，迷いながらも，よりよい食品

を選ぼうと必死で考えている姿が見られた。このように，子どもに現実感や切実感をもたせるような学習過程を工夫

することで， 庭実践へ向かう行動エネルギーが育まれるのである。子ども自身が，食品を購入する機会は，これか

らどんどん多くなっていく。その場面において，衝動的・無批判的に購入するのではなく，健康面や安全面をも考え

て，どの食品を選ぶかという意志決定をすることができるようになってほしい。さらに，今回のような意志決定プロ

セスを他の購買場面にも応用して，金銭感覚を養う学習でも実践していきたい。
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